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少年センターだより
「湖南市少年センター・あすくる湖南」

【 住 所 】 湖南市石部中央一丁目１番１号 市役所西庁舎

【悩み相談】Tel ７７－７０５３ Fax ７７－７０５９

【e-mail】 ask-7053@c i ty . sh igaｰkonan . l g . jp

（西庁舎 別棟２階）

「受け入れられてこそ、向き合ってもらってこそ」

湖南市教育委員会 学校教育課課長 小野田 文雄

全国学力・学習状況調査‥‥お聞きになった方も多いと思います。
この調査は、いわゆる学力テストですが、児童生徒への「質問紙調査」
なるものも同時に行われており、「朝食を毎日食べていますか」といっ
た生活習慣を問う質問も含まれています。
その中に「家の人と学校での出来事について話をしていますか」と

いうのがあり、「している」「どちらかといえばしている」が全国平均
に比べて低い数値が出ている学校がありました。相関があるとは言い
切れないものの、その学校は「自分には、よいところがあると思いま
すか」という質問の数値も低く、そのところが妙に気になりました。
子育てから子離れへ。それは年齢で区切られたものではありませんし、一定のルールがある

わけでもありません。でも、「もう○年生でしょ。一人でさっさとやりなさい」などと、独り
立ちを促すことはあっても、そこに「いつお父さんお母さんのもとにかえってきてもいいんだ
よ」というメッセージが添えられているでしょうか。
一方で、親が常に自分の前に出てくれるからと、考えをまとめる必要に迫られない子どもも

いるようです。いわゆる過保護ですね。こうした子どもたちには判断力や社会性に課題が見ら
れ、自分の意見を自分の言葉で述べることがなかなかできません。
保護者のかかわり一つで子どもは大きく変わります。「中学生になった途端、話をしなくな

りました」‥‥いいえ、中学生になったからこそ聞いてほしいこともあるはずです。逆に、黙
って見守っていてほしいときもあるはずです。子どもは受け入れられてこそ育つもの、そんな
思いを大切に、幼児は幼児に小学生は小学生に‥‥と向き合ってやってください。
受け入れられてこそ、向き合ってもらってこそ、安心が得られる。自信が持てる。大人であ

るみなさんご自身もそうではありませんか？

防犯教室「携帯電話」 薬物乱用防止教室
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少 年 セ ン タ ー だ よ り （２）

今年度、湖南市補導（委）員会のおもな活動
青少年の非行・被害防止のためには、家庭・地域でともに子どもを守り育てることが大切です。

地域ふれあい事業 女性部着ぐるみ人形劇 夏祭り巡回補導 他市との交流会

県下一斉補導・巡回活動 社会を明るくする運動 不審者対策教室

「（各中学校区）登校・下校時、行事における愛の声かけと見守り活動」

少年補導（委）員会総会（５月） 補導（委）員会研修会（５月・７月・２月）

地域ふれあい事業（６月サツマイモ苗植付け、１０月収穫） 湖南市夏祭り巡回補導（８月）

補導（委）員会女性部・着ぐるみ人形劇（１１月～３月、１１回保幼小にて公演）

春・夏・冬休み夜間巡回補導、合同街頭補導・県下一斉街頭補導等（年間５５回出動）

補導（委）員の皆さま方には、夕方および夜間等の街頭巡回活動、またそれぞれの地域におい
ても巡回活動や環境浄化活動等、活発に活動を繰り広げていただきました。

★滋賀県立スポーツ会館では、初心者から競技者を対象にトレーニング講習会や各種体力測定などを行い、

健康増進・体力アップを支援しています。詳しくは、

(公財)滋賀県体育協会 滋賀県立スポーツ会館
(Tel)077-522-0301(Fax)077-522-9639 (HP)://www.bsn.or.jp/spokan/

相談ごとや悩みごとはお気軽に
湖南市少年センター（あすくる湖南）
Tel ７７－７０５３ Fax ７７－７０５９

e-mail ask-7053@city.sh igaｰkonan. lg . jp
〒５２０－３１９５

湖南市石部中央一丁目１番１号 西庁舎別棟２階


